
「木造軸組工法」でつかえる CLT  

「CLT36」



各種 構造用木質材料の原材料と積層

積層
原材料

ひき板
(ラミナ)

単板
(ベニヤ)

平行積層 直交積層

集成材 CLT

LVL 合板

CLT36（厚36mm3層3プライ）

(国研)森林総合研究所 宮武チーム長、京都大学生存圏研究所 中川准教授 作成 を基に一部編集

「直交集成板（CLT）の日本農林規格（JAS）」の
基準の中で

「一番薄いCLT」
です。

厚さ 36 mm
なので

「人の手で持ち運ぶことができるCLT」
です。

CLT36（厚36mm3層3プライ） とは



「直交集成板（CLT）の日本農林規格（JAS） 2019年8月15日改正」より引用

CLT36（厚36mm3層3プライ） とは

小節(20mm)程度のラミナ
をセレクトした現わし向け野物（一等・抜け節もあり）

長さ 4000mm の製品

CLT36（厚36mm3層3プライ）



◯厚物CLTではメリットを享受することが少ない「木造軸組工法」でつかえるCLT
＝建築設計者、施工者、木材建材卸売業者のみなさまになじみやすい
＝汎用性が高い
→ プレカット工場の合板加工機でプレカット加工可能（注：加工不可の機種もあります）

◯厚物CLTでは不可能な「人の手で持ち運ぶことができるCLT」
＝施工性が良い、現場での取り回しが良い

◯厚物CLTとくらべ、厚36mmなので使用材積を大幅に少なくできる
＝低建築コストにつながる

◯厚物CLTによる「CLTパネル工法」よりも接合金物費用が安価で済む

◯構造用合板とくらべ、見た目が良い！
＝CLT はラミナ（挽き板）、合板はベニヤ（ロータリーレース単板）を原材料としている
＝意匠性が高い、木目が美しい、ムクの木材に限りなく近いエンジニアードウッド

◯CLT36 は 構造用合板とくらべ、室内の調湿性能が高い！
＝1層1プライあたりの厚さが数mmのベニヤと12mmのラミナの違いによる

◯CLT36 は 厚36mm3層3プライだけど、同じ板面の大きさの構造用合板厚28mmよりも軽い！
＝接着層の数が少ない→接着剤の使用量が圧倒的に少ないため

◯構造用合板 →  ホルムアルデヒド系の「フェノール樹脂系接着剤」など
CLT36 →  非ホルムアルデヒド系の「水性高分子-イソシアネート系樹脂接着剤」

◯ CLT は 素手で持っても、あの痛い木の “ 棘トゲ（しばり）” が手に刺さらない！
◯ CLT は やさしい木の香りがする！

CLT36（厚36mm3層3プライ） の 特長・メリット

「木造軸組工法」でつかえる CLT

軸組工法 ＋ CLT36



「木造軸組工法住宅の許容応力度設計①（2017年版）」
（「グレー本2017年版」） に対応

「木造軸組工法住宅の許容応力度設計①（2017年版）」
（以下「グレー本2017年版」という）

に基づき

4.5 面材くぎ等1本あたりの一面せん断特性を算定するための試験
（グレー本2017年版 P314 参照）

を実施

試験実施・評価機関： 鳥取県林業試験場

※「試験成績書」あり

「グレー本2017年版」許容応力度計算（詳細計算法）に対応



4.5 面材くぎ等1本あたりの一面せん断特性を算定するための試験
（グレー本2017年版 P314 参照）

直交集成板
CLT36
使用部位

計算法関連項目

鉛直構面
および
水平構面

3.3  面材張り 大壁 の詳細計算法
3.4  面材張り 真壁 の詳細計算法
3.5  面材張り 床水平構面 の詳細計算法
3.6  面材張り 勾配屋根水平構面 の詳細計算法

「グレー本2017年版」許容応力度計算（詳細計算法）に対応

「CLT36」 面材くぎ1本あたりの一面せん断の数値
（グレー本2017年版 P200 参照）

面材 ファスナー
@150mm

さね
(本実加工)

k

kN/cm

δv

cm

δu

cm

ΔPv

kN

直交集成
板

CLT36
36mm

鉄丸くぎ
N90

有り 5.904 0.277 2.285 2.232

無し 5.301 0.344 2.112 2.412
ビス

シネジック
パネリードⅡ+
P5-80

ー 12.310 0.26 2.69 3.816

「グレー本2017年版」許容応力度計算（詳細計算法）に対応

直交集成板（CLT）の せん断弾性係数 GB ： 50  kN/cm2
（「2016年版 CLTを用いた建築物の設計施工マニュアル 増補版」より）



実例物件写真

「木造軸組工法」でつかえる CLT

軸組工法 ＋ CLT36

工事名：
わらしべの里共同保育所
（屋根構面、見え掛かり）



工事名：わらしべの里共同保育所（屋根構面、見え掛かり）

工事名：

鳥取砂丘
ビジターセンター
（屋根構面、
見え掛かり）



工事名：シーエスエー本社事務所（屋根構面、見え掛かり）

工事名：FC町田ゼルビア クラブハウス（屋根構面、見え掛かり）



2020年度「JAS構造材利用拡大事業（個別実証事業）」助成金
を受けた実例物件

工事名：しんこうサンインフーズ倉庫（屋根構面、見え掛かり）

元々の設計では「構造用合板24mm」のところ、
助成金を受けて「CLT36」へVEにより変更

工事名：ミヨシ産業広島営業所倉庫（屋根構面、見え掛かり）



CLTt36mm による SSP (Stressed Skin Panel)

CLT-SSBox

CLT-SSBox 使用事例 ミヨシ産業広島営業所 倉庫棟

〒 215-0004　神奈川県川崎市麻生区万福寺 1-9-2-203
TEL 044-712-7452

協力販売

プレカット事業部
〒 689-3423　鳥取県米子市淀江町小波 1892-1

TEL 0859-56-6868



〒683-0351 鳥取県西伯郡南部町法勝寺70
TEL： 0859(39)6888 FAX： 0859(39)6885

E-mail： clt36@tottoriclt.co.jp
JAS（日本農林規格）認証工場の認証番号：［JPIC-CL3］

第一種登録木材関連事業者登録番号：［JPIC-CLW-Ⅰ-81号］
第二種登録木材関連事業者登録番号：［JPIC-CLW-Ⅱ-81号］
合法木材の証明団体認定番号：［鳥取県木連第14号］

鳥取CLT 本社工場 と隣接する

CLTプレカット工場

と連携、プレカット加工等の各種加工も承ります。


